
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 いよいよ６年生の３学期、小学校生活の最後の学期がスタートしました。日数でいうと卒業式まであと、

４４日です。４４日というとほぼ６年生のときの夏休みと同じ期間です。何となく過ごすとあっという間に

過ぎてしまいます。そこで６年生には３つのことを意識しながら残された１日、１日を大切に過ごしてもら

いたいです。 

１． 今いる仲間を大切にしよう。 

今の学年やクラスのメンバーでいられるのはこれが最後です。今後、同窓会などで卒業後に会って

話す内容も６年生のときの思い出がメインになります。そこで、今のうちにできるだけたくさんの

友達と交流しましょう。そして、たくさんのよい思い出を残すためにも、友達に対して気持ちのよ

い声かけをしていきましょう。 

２． 中学校への学習の準備をしよう。 

中学校になると授業時間は４５分から５０分になります。内容は小学校で習ったことをベースに学

習が進み、授業のスピードも格段に上がるので今から自主学習で予習・復習の習慣をつけておくと

よいです。教科によっては３学期のスタート時点で小学校で習う内容がほぼ終了しているものもあ

るので、苦手な教科の復習を特に力を入れてやりましょう。 

３． ６年生として上ノ原小学校に何を残すか考えよう。 

今年の６年生は上ノ原小学校の第７６代目の卒業生となります。今後、学校全体が６年生の卒業に

向けての準備のために動き出します。その中で自分たちは学校のために、在校生のために何を残せ

るのかを各クラスで具体的に考えていきたいです。 
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